
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の誕生会が終ってから、月に 2 回位の、『教行信証』総序に関する読書を続けてきました。読書会の

中で、講師と総務が、どのような会座にするかの話し合いをし、副講の講義のリハーサル的な発表もしま

した。決して積極的聞法とは言えない状況の私ですが、よき友と読書会のお陰で続いています。ありがた

いことです。皆さまの参加をお待ちしています。            （総務 小林佳恵） 

 

長く聞法してわかったことは、ひとつだけです。それは、あらゆるものは等しく尊いということです。とこ

ろが、あらゆるものの尊さなど、僕には見えたためしがありません。これからも決して見えることはないでし

ょう。それゆえに自他の苦しみを深めていくことになるのでしょう。目覚めなきものの目覚めとなりたい。阿

弥陀如来は平等の慈悲に催されて称名念仏を選択されたと、『選択集』には記されています。これを親鸞は「大

悲の願」と呼びます。この願いの成就が名号です。ただ名号を称え、目覚めを仰ぐ。それが「苦悩の群萌」の

道であると、「総序」は教えているようです。               （木本 伸） 

 

昨年に引き続き、総序を手がかりに生活と聞法について考えます。日々湧き起こる色んな「思い」に右往左

往する中で、なぜ仏法を聞かねばならないのか、仏道を求めることや聞法しようという意欲はどこから生まれ

るのか、尋ねたいと思います。                               (内田 信行) 

 

総序にある「権化の仁」という言葉をいただきたい。親鸞聖人はなぜ韋提希を「権化の仁」と仰いだのだろ

うか。聖人が『観経』にあらわれる人々を「権化の仁」と仰いだことと、自分自身がどのように関係するのか

を考えてみたい。                       （近藤 義行） 

 



 

 

9 月 13 日(土) 9 月 14 日(日) 9 月 15 日(月･祝) 

  8：40 入室開始 8：40 入室開始 

  9：00  勤行（正信偈） 9：00  勤行（正信偈） 

  9：20 感話 2 9：20  感話 4 

  9：40 講義 3・4（休憩含） 9：40 講義 6・7（休憩含) 

      

  12：00 昼食・休憩 12：00 感想発表 

    12：30 恩徳讃・終了 

13：40 入室開始 13：30 講義 5（60 分）  後片付け・清掃 

14：00 勤行（讃仏偈）  休憩（20分）   

14：20 講義 1・2（休憩含） 14：50 各班座談（40 分）   

  15：30 休憩   

  15：40 全体座談（40 分）   

16：40 各班座談（40 分） 16：20 休憩   

17：20 休憩     

19：00 勤行（重誓偈） 19：00 勤行（重誓偈）   

19：10 感話 1 19：10 感話 3   

19：30 副講／近藤義行 19：30 副講／内田信行   

 質疑応答  質疑応答   

21：00 恩徳讃・終了 21：00 恩徳讃・終了   
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